
「岐大のいぶき」由来／「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹（いぶき）山と生気・活気を意味する息吹をかけて名付けられました。岐阜大学のある濃尾平野には、“伊吹おろし”と
　　　　　　　　　　呼ばれる強い季節風が吹き込みます。これになぞらえ、本誌には、岐阜大学の活力（いぶき）を地域から世界へ感じさせたいという願いが込められています。

岐大のいぶきについての
ご意見・ご要望をお待ちしております。 送付先／岐阜大学総務部総務課広報室　〒501-1193 岐阜市柳戸1番1　TEL 058-293-2009　FAX 058-293-2021　E-mail kohositu@gifu-u.ac.jp

岐阜大学広報企画室

編集後記

室長／船戸 輝久（理事）　室員／野原 仁（地域科学部）、神谷 浩二（工学部）、土井 守（応用生物科学部）、益子 典文（総合情報メディアセンター）、田境 守康（学務部）

　本学は、昭和24年5月に新制大学として発足し、本年5月31日に創立60周年を迎えます。この間中規模総合大学として、地域ならびに国際社会における
文化、環境保全などの向上に貢献してまいりました。60周年を迎え、これまでの実績に安住することなく、新たな改革と更なる大学発展をめざしていきます。
　現在、記念式典・祝賀会の挙行、記念講演会の開催などさまざまな事業を計画しています。次号では、それらの開催の様子をご紹介する予定です。ご期待
ください。

岐大のいぶきはホームページ　http://www.gifu-u.ac.jp/でもご覧になれます。

公開講座のご案内

授
業
公
開

講    

座

工
学
の
最
前
線
2009

組
込
み
技
術
者

育 

成 

講 

座

講座名

中世文学を読む

生涯学習とボランティア

親子天文教室（3回）

昆虫教室 「わくわく、びっくり！ 昆虫探検」

納古山の自然を調べよう

美術教育講座（4コース）

地域を研究する楽しみ

地球環境計測工学 －宇宙の創生から生命の発生へ－

複合材料学 －なぜ、ＦＲＰは飛行機や新幹線に使われるのだろう－

世界のエネルギー事情と自動車の今後

①組込みプロセッサによる音信号処理入門

②ＦＰＧＡによる画像処理入門

③ビジネススキル講座

応用生物科学部　高校生のための体験実験講座

家庭菜園の基礎 -理論と実際- 

よくわかる生命科学 ～暮らしに活かされる研究成果～

生涯学習における家庭教育・子育て支援・青少年教育の課題と展望

先端を行く創薬医療情報研究科

医療マネジメント講座

10/1～1/31 ［毎週火曜日］
14：30～16：00

10/1～1/31 ［毎週木曜日］
12：50～14：20

5/2・9/26・11/27
18：00～21：00

7/11
9：30～11：30

5/16
9：00～16：00

7/19～8/31
9：00～17：00

9/12・9/19・9/26・10/3
13：00～17：00

4/16
14：30～16：00

4/17
10：30～12：00

7/17
14：30～16：00

７月～８月
（土曜日を予定）

8月～9月
（土曜日を予定）

9月～10月
（土曜日を予定）

8/8～9・10/3～4
10：00～17：00

4/26～1/31
10：00～12：00

10/4
10：00～15：30

11/29
10：00～16：00

7/11
13：00～17：00

12月
13：00～17：00

教育学部
058-293-2351

地域科学部
058-293-3003

工学部
058-293-2365

応用生物科学部
058-293-2835

生命科学総合研究支援センター
（学術情報部国際・研究支援課)058-293-2014

総合情報メディアセンター
（生涯学習システム開発研究部門)058-293-2284

連合創薬医療情報研究科
058-293-3272

一般市民

小中学生とその保護者、
一般市民

小学生とその保護者

小中学生とその保護者

高校生、中学生

一般市民（高校生を含む）

一般市民、
技術者、学生

技術者、
プログラミング
経験者

高校生

一般市民

大学院生および一般市民

社会教育主事、生涯学習・社会教育関係職員、
ボランティア指導者ら

一般市民、学生

医療専門職、
医療経営にたずさわる者

10,200円

9,200円

無料

無料

無料

無料

7,200円
（学生は6,000円）

無料

無料

10,200円

2,600円

3,000円

5,200円

無料

無料

受講対象者 開催時期 講習料 実施部局/電話番号

おしらせ

教育学部附属中学校愛唱歌「われら愛す」
　岐阜大学にはなぜか校歌がありませんが、附属小中学校にも校歌がありません。そこで、発足当時の附属小中学校音楽部会の教員が、小中学生が
みんなで歌える愛唱歌を提案して選んだ歌が「われら愛す」でした。この歌は、昭和28年に寿屋（現サントリー）が「祖国への愛着と情熱を持って国民が
口ずさみ、国歌となったフランス国歌（ラ・マルセイエーズ）のような『新国民歌』を」と公募し、寄せられた50,000余編の歌詞と3,000曲の中で第1等と
なった歌で、その年の高校野球選手権大会や数々の場面で演奏されたそうです。
　この「われら愛す」を、附属中学校では昭和29年から50有余年、『准校歌』として歌い継いでいます。歌詞には岐
阜の地名は何ひとつ出てきません。それにもかかわらず、附属中学校の生徒と教員はこの歌をとても愛し、誇りにし、
仲間を大事にする思いを込めて、未来を担う若人への思いを込めて歌い続けています。
　ちなみに附属小学校では昭和39年、この歌に代わって、低学年にも歌いやすいように「附属小学校の歌」が作ら
れ、歌われています。

（附属小中学校長／佐藤 節子）
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